
伽

あ
の
東
海
遊
侠
伝
を
書
き
、
講
談
や
浪
花
節
の
次
郎
長
も

の
の
ル
ー
ツ
を
作
っ
た
人
で
あ
る
。

史
蹟
探
訪
次
郎
長
ツ
ア
ー
の
第
一
号
は
、
い
わ
き
行
と

決
ま
り
、
平
成
四
年
十
二
〃
四
日
、
五
日
の
一
泊
二
Ⅱ
、

バ
ス
旅
行
と
な
っ
た
。
総
勢
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
ガ
イ
ド
含

め
て
三
十
二
名
。
う
ち
三
名
は
東
京
か
ら
参
加
で
あ
る
。

日
程
の
概
略
は
、
十
二
月
四
日
午
前
八
時
半
、
清
水
出

発
。
午
后
三
時
い
わ
き
市
着
。
市
役
所
に
市
長
を
表
敬
訪

川
し
、
記
念
品
交
換
。
朽
炭
館
見
学
。
湯
本
柵
泉
す
み
れ
荘

ホ
テ
ル
油
。
夜
、
同
ホ
テ
ル
に
て
地
元
恕
庵
会
と
懇
親
パ
ー

テ
ィ
。
五
日
、
市
内
松
ヶ
岡
公
園
に
あ
る
撒
庵
の
い
ほ
り

天
田
家
菩
提
所
、
端
光
寺
、
小
名
浜
港
等
の
訪
問
。
昼
い

わ
き
市
発
、
夜
清
水
着
。

い
わ
き
市
の
地
元
に
は
、
魁
庵
研
究
会
が
あ
る
。
こ
の

会
の
メ
ン
バ
ー
の
方
が
た
が
、
清
水
か
ら
の
一
行
を
大
歓

迎
し
て
下
さ
っ
た
。
な
か
で
も
、
世
話
役
の
中
心
と
な
っ

た
柳
沢
一
郎
愚
庵
会
副
会
長
は
、
終
始
一
行
の
案
内
役
と

な
り
、
石
炭
化
石
館
で
は
、
地
質
学
の
専
門
学
者
だ
け
あ

っ
て
閉
館
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
熱
弁
を
ふ
る
い
、
一
行
に
大
き

福
島
県
い
わ
き
市
。
こ
こ
は
清
水
と
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
縁
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
愚
庵
天
田
五
郎
の
生
ま
れ
た

土
地
だ
か
ら
で
あ
る
。
天
田
五
郎
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

い
わ
き
市
へ
Ｉ
次
郎
長
ツ
ア
ー
第
一
号

菰●
天
田
五
郎
と
山
本
長
五
郎
を
結
ぶ

△天田利正氏(左)と服部令一

な
感
銘
を
与
え
た
。

懇
親
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
特
記
す
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
東
京
在
住
の
天
田
春
彦
さ
ん
が
参
加
し
、
服
部

事
務
局
長
と
握
手
を
交
わ
し
、
次
郎
長
、
憩
庵
双
方
の
ご

子
孫
が
対
面
し
た
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
憩
庵
研
究
の
大
家
中
柴
光
泰
先
生
が
列

席
し
た
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
九
十
歳
を
越
え
る
高
齢
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
宴
会
の
大
広
間
の
す
み
ず
み
ま
で
通
る

お
元
気
な
声
で
、
次
郎
長
と
愚
庵
の
関
わ
り
を
話
さ
れ
た
。

惣
庵
の
「
巡
礼
日
記
」
は
明
治
二
十
六
年
に
書
か
れ
た
も

の
だ
が
、
そ
れ
は
正
に
、
次
郎
長
の
亡
く
な
っ
た
年
で
あ

り
、
親
と
し
た
次
郎
長
の
供
養
の
た
め
に
巡
礼
の
旅
に
出

た
の
だ
と
、
中
柴
先
生
は
指
摘
し
た
。

次
郎
長
ツ
ア
ー
は
、
今
年
秋
に
は
、
い
わ
き
か
ら
の
一

行
を
待
ち
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
、
初
め
て
清

水
に
で
き
る
恕
庵
の
歌
碑
の
除
幕
式
が
、
開
か
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

想酢
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静
岡
市
在
住
の
徳
田
政
信
氏
は
中
京
大
学
名
誉
教
授
だ

も
ん
じ
よ

が
、
次
郎
長
に
関
す
る
文
書
類
を
所
蔵
し
て
お
り
、
門
外

不
出
の
も
の
だ
が
と
い
う
ご
連
絡
が
同
氏
か
ら
あ
っ
た
。

平
成
四
年
五
月
二
十
一
日
、
事
務
局
長
服
部
に
田
口
が

同
行
し
、
静
岡
市
の
徳
田
氏
宅
を
訪
ね
た
。
同
氏
の
お
話

で
は
、
同
氏
の
曽
祖
父
徳
田
寛
豊
（
水
戸
藩
郷
士
）
が
明

治
初
期
に
神
道
一
派
天
照
教
を
開
き
、
そ
の
本
部
を
富
士

山
麗
に
お
い
た
が
、
次
郎
長
と
の
関
係
を
示
す
資
料
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
次
郎
長
が
開
墾
地
を
富
士
裾
野
に
選
定
し

明
治
一
一
十
六
年
（
一
八
九
三
年
）
六
月
十
一
一
日
清
水
港
波
止
場
の
旅
館
「
末
広
」
で
、
山
本
長
五
郎
は

七
十
四
歳
の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
閉
じ
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）
は
ち
ょ
う
ど
満
百
年
に
当
た
る
。

こ
れ
に
因
ん
で
、
本
年
十
一
月
に
は
「
次
郎
長
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
次
郎
長
英
雄
談
の
始
祖
天
田
五
郎
の

歌
碑
の
除
幕
式
な
ど
「
次
郎
長
フ
ェ
ア
」
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
命
日
の
六
月
十
一
一
日
は
、
知
る

会
の
年
次
総
会
が
開
か
れ
、
事
業
計
画
な
ど
の
審
議
が
進
め
ら
れ
い
よ
い
よ
次
郎
長
百
年
の
イ
ベ
ン
ト
の

幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
る
。

一
し
た
の
も
天
照
教
の
地
理
的
至
近
性
と
何
ら
か
の
関
わ
り

こ
の
一
年
の
歩
み

一
が
あ
ろ
う
と
い
う
。
天
照
教
の
本
部
は
、
徳
川
氏
の
令
弟

昨
年
五
月
六
日
に
旗
上
げ
し
た
「
次
郎
長
翁
を
知
る
会
」
一
が
現
に
継
承
し
て
そ
の
地
に
居
ら
れ
る
と
も
い
わ
れ
た
。

は
、
こ
の
一
年
「
次
郎
長
の
人
間
像
を
探
る
」
「
足
跡
を
後
一
七
月
四
日
、
天
照
教
本
部
を
現
地
探
訪
す
る
た
め
、
観

世
に
語
り
継
ぐ
」
と
い
う
趣
意
に
沿
っ
て
積
極
的
な
活
動
一
光
協
会
一
柳
専
務
、
内
藤
事
務
局
長
、
知
る
会
事
務
局
長

を
展
開
し
て
き
た
。

一
服
部
、
お
よ
び
田
口
が
富
士
市
観
光
課
の
案
内
で
富
士
山

会
の
発
足
は
、
静
岡
新
聞
は
じ
め
、
朝
毎
読
の
各
紙
や
一
麓
を
車
で
登
っ
た
。
こ
の
探
訪
に
よ
っ
て
、
次
郎
長
の
富

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
静
岡
テ
レ
ビ
な
ど
が
、
大
々
的
に
報
じ
た
た
め
一
士
開
墾
と
天
照
教
本
部
の
立
地
と
少
な
か
ら
ぬ
関
係
が
明

観
光
協
会
内
の
事
務
局
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
響
が
寄
せ
一
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
会
報
一
号
記
事
に
詳
し
い
。
入

ら
れ
た
。

一
里
離
れ
た
天
照
教
本
部
の
境
内
に
、
次
郎
長
や
高
島
嘉
右

各
方
面
か
ら
、
い
ま
ま
で
埋
れ
て
い
た
資
料
や
言
い
伝
一
ヱ
門
（
横
浜
の
豪
商
）
の
手
植
の
桜
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

え
の
所
在
を
名
乗
り
出
る
声
が
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
た
。
一
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
驚
き
で
あ
っ
た
。

次
郎
長
フ
ェ
ア
血
周
開
催
へ

六
月
十
二
日
は
次
郎
長
の
命
日
で
あ
る
。
平
成
四
年
の

こ
の
日
は
、
菩
提
寺
の
梅
蔭
寺
で
、
百
回
忌
の
法
要
が
盛

大
に
と
り
行
わ
れ
た
。
知
る
会
の
会
員
も
多
数
参
列
し
玉

川
楼
で
の
斎
会
に
も
加
わ
っ
た
。
さ
ら
に
翌
十
三
日
、
梅

蔭
寺
主
催
、
知
る
会
協
賛
に
よ
る
「
次
郎
長
講
談
と
映
画

の
会
」
が
、
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
。
講

談
は
神
田
翠
月
「
森
の
石
松
」
と
宝
井
馬
琴
「
追
分
三
五

郎
」
・
映
画
は
昭
和
二
十
九
年
東
宝
製
作
の
「
次
郎
長
三
国

志
・
海
道
一
の
暴
れ
ん
坊
」
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
稲

森
昌
弘
の
「
次
郎
長
太
鼓
」
・
当
日
は
午
后
一
時
開
演
だ
が

午
前
八
時
頃
か
ら
行
列
が
で
き
始
め
、
開
演
の
頃
に
は
広

い
場
内
が
一
杯
に
な
り
、
馬
琴
師
匠
ら
の
熱
演
に
聞
き
ほ

れ
た
。平

成
四
年
七
月
二
十
五
日
、
威
臨
丸
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
。

長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
で
復
元
し
た
威
臨
丸
が
清
水
港
に
寄
港

乗
組
員
一
同
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
が
市
内
平
安
開
で
催
さ
れ
、

市
長
、
艦
長
の
ス
ピ
ー
チ
交
換
、
次
郎
長
翁
を
知
る
会
と

乗
組
員
と
の
懇
親
の
一
時
が
過
ご
さ
れ
た
。
明
沿
元
年
の

戒
臨
丸
事
件
と
次
郎
長
の
関
わ
り
は
、
次
郎
長
の
後
半
生

を
決
定
づ
け
る
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て

い
う
ま
で
も
な
い
・

一
方
、
次
郎
長
の
史
実
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
活
動
は

服
部
事
務
局
長
や
会
員
の
朝
比
奈
、
坂
本
、
田
口
ら
を
中

心
に
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
。
戸
田
書
店
発
行
の
「
季
刊

清
水
」
の
編
集
長
坂
本
ひ
さ
江
は
、
次
号
を
次
郎
長
特
集

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
が
、
新
し
い
史
実
を
堀
り
出
そ

う
と
い
う
そ
の
編
集
方
針
が
、
知
る
会
の
調
査
研
究
活
動

を
大
い
に
刺
激
し
た
。

調
査
研
究
活
動
の
う
ち
主
な
も
の
を
以
下
に
列
記
す
る
。

平
成
四
年
九
月
九
日
、
磐
田
市
見
付
天
神
訪
問
（
服
部
）

▲平和公園墓地の初代お蝶の墓
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△望獄亭主人松永宝蔵氏と夫人
鉄舟のピストルを前に語る

こ
こ
に
は
植
木
重
敏
医
師
宛
の
次
郎
長
直
筆
の
書
状
が
あ

る
。
植
木
医
師
は
明
治
草
分
期
の
県
医
師
会
会
長
で
、
出

身
は
土
佐
藩
、
次
郎
長
と
の
関
わ
り
が
深
い
・

平
成
四
年
十
一
月
十
九
日
、
袖
師
町
勝
瀬
光
安
氏
を
訪

問
（
服
部
、
坂
本
、
田
口
）
・
文
化
財
専
門
委
員
を
つ
と
め

る
勝
瀬
氏
は
八
十
歳
を
越
え
る
高
齢
だ
が
、
次
郎
長
に
関

す
る
独
自
の
資
料
を
お
持
ち
で
、
門
外
不
出
と
い
わ
れ
る

そ
の
ノ
ー
ト
に
は
、
次
郎
長
に
関
す
る
貴
重
な
史
実
が
い

残
さ
れ
た
鉄
舟
の
ピ
ス
ト
ル
・
望
獄
亭
の
幕
末
秘
話

平
成
五
年
一
月
九
日
「
次
郎
長
翁
を
知
る
会
」
の
メ
ン

バ
ー
一
行
（
服
部
、
坂
本
、
田
口
）
が
由
比
町
西
倉
沢
の

松
永
宝
蔵
氏
宅
を
訪
ね
た
。
こ
こ
に
は
明
治
維
新
の
年
、

官
軍
陣
営
に
密
使
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
山
岡
鉄
舟
の
ピ
ス

ト
ル
が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
主
松
永
宝
蔵
氏
の
描
い
た
絵

巻
物
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
た
・

慶
応
四
年
春
三
月
、
有
栖
川
宮
大
総
督
は
西
郷
隆
盛
を

矢
頭
に
錦
の
御
旗
を
掲
げ
て
、
束
海
道
を
江
戸
に
向
か
っ

て
進
み
、
駿
府
に
陣
営
を
櫛
え
て
い
た
。
江
戸
城
総
攻
撃

も
間
近
い
緊
迫
し
た
時
期
で
あ
る
。

こ
ん
な
時
、
江
戸
で
は
主
戦
派
、
恭
順
派
に
分
か
れ
て
い

た
が
、
勝
海
舟
の
特
命
を
受
け
た
山
岡
鉄
舟
は
、
将
軍
慶

喜
の
救
命
を
前
提
と
す
る
江
戸
城
明
け
渡
し
の
談
判
を
西

郷
と
す
る
た
め
、
駿
府
に
向
か
っ
た
。
す
で
に
官
軍
の
先

鋒
は
箱
根
を
越
え
、
宿
場
／
、
の
警
備
は
厳
重
で
あ
る
。

薩
摩
蒲
士
益
満
休
之
助
を
帯
同
し
た
の
は
、
官
軍
陣
営
を

突
破
す
る
手
段
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
決
死
の
覚
悟
な
し

に
は
で
き
な
い
任
務
で
あ
っ
た
。

途
中
難
な
く
、
三
島
、
沼
津
、
吉
原
を
過
ぎ
富
士
川
を

渡
っ
て
蒲
原
、
由
比
に
差
し
か
か
っ
た
時
は
、
日
が
暮
れ

て
い
た
。
薩
唾
峠
を
登
っ
た
と
き
、
突
然
暗
闇
の
中
で
誰

何
の
声
が
か
か
っ
た
。
一
人
で
は
突
破
で
き
な
い
と
見
て

山
岡
は
急
ぎ
引
き
返
し
た
が
、
官
軍
は
怪
し
い
と
見
て
射

撃
し
て
き
た
。
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っ
ぱ
い
で
あ
る
。
次
郎
長
の
戸
籍
の
記
載
、
初
代
お
蝶
の

実
名
、
宏
田
和
尚
（
次
郎
長
と
同
時
期
の
梅
蔭
寺
住
職
）

の
出
身
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

平
成
五
年
一
月
八
Ⅲ
、
名
古
屋
市
平
和
公
園
墓
地
内
の

初
代
お
蝶
の
墓
を
探
訪
、
墓
参
（
服
部
、
内
藤
、
朝
比
奈
、

坂
本
）
。

平
成
五
年
一
月
九
日
、
由
比
町
松
永
宝
蔵
氏
訪
問
（
服

部
、
坂
本
、
田
口
）
。
別
記
参
照
。

薩
雌
峠
の
登
り
口
に
松
永
家
が
代
々
営
む
「
望
撤
亭
、

ふ
じ
み
や
」
が
あ
る
。
こ
こ
は
弱
山
人
太
田
南
畝
も
道
中

記
に
書
留
め
た
東
海
道
の
名
所
で
あ
る
。
身
の
危
険
を
感

じ
た
山
岡
鉄
舟
は
こ
の
「
望
撤
亭
」
に
逃
げ
込
み
、
助
け

を
求
め
た
。

当
主
の
「
松
永
七
郎
平
」
（
松
永
家
二
十
代
目
）
は
火
急

の
措
置
を
取
っ
て
奥
の
座
敷
に
入
れ
、
妻
か
く
に
命
じ
て

山
岡
を
漁
師
の
姿
に
変
装
さ
せ
、
着
用
し
て
い
た
も
の
を

捕
方
の
目
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、
手
早
く
穏
し
た
。
こ
の

持
ち
物
の
中
に
現
在
松
永
家
に
残
っ
て
い
る
山
岡
鉄
舟
の

ピ
ス
ト
ル
（
フ
ラ
ン
ス
製
の
十
連
発
小
銃
）
が
あ
っ
て
大

切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
、
七
郎
平
は
清
水
次
郎
長
宛
に
手
紙
を
書
き
、

下
僕
の
「
栄
兵
術
」
に
命
じ
て
蔵
座
敷
か
ら
秘
密
の
通
路

を
遮
っ
て
海
に
出
て
次
郎
長
の
許
へ
案
内
し
た
。
こ
の
抜

け
口
は
、
今
も
当
時
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。

次
郎
長
は
、
こ
れ
か
ら
山
岡
鉄
舟
を
駿
府
伝
馬
町
「
松
崎

屋
源
兵
衛
」
宅
に
案
内
し
、
有
名
な
江
戸
城
無
血
開
城
を

成
功
さ
せ
る
山
岡
鉄
舟
の
談
判
と
な
り
、
日
本
の
夜
明
け

を
迎
え
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
服
部
）

３



経済･文化･スポーツの

次郎長の後半生は 羽衣伝説の地に

地域の発展に棒げられ 清水市内22番目の

ました。 三保支店が
清水銀行も地域の

オープンいたしました。

まいります。

よろしくお引立ての
発展をお手伝いして

程お願いします。

４

蕊識誌』

鴬鰯

一.F報

嬬蕪上

爵灘蕊謹製；

総鈴与株式会社〒42‘静岡県清水市入繍町叶極(05‘…‘‘

ふ
ぎ
ろ
、
噸
昔
編

鵬
あ
つ
く
》
，
，
、

使
い
や
可
い
・

戯錘３職ころｅブース

つさりシーチキンI_/809

ニノーデ亭皇
デキユは､lま..fろもフ・・ズ僻の登録識漂です［

饗 清水銀行


